
道の駅 美濃にわか茶屋にて

「ぎふ水土里(みどり)の展示会」を開催しました！

平成２８年１０月１１日、岐阜県中濃農林事務所が実施する「ぎふ田んぼの学校活動

事業」により、美濃市立中有知小学校４年生が、世界かんがい施設遺産「曽代用水」の

歴史や役割について現地で学びました。その後、学習結果をパネルに取りまとめました

ので、多くの方に曽代用水を知っていただくために展示いたしました。 

１ 実施日時 

平成２９年２月１８日（土）～２月２３日（木）９時～１８時  

２ 実施場所 

道の駅 美濃にわか茶屋 西棟（美濃市曽代2007）

３ 事業内容 

・中有知小学校４年生が、バスで曽代用水の主要施設をまわり、その歴史や役割を学ぶことで、周辺地域に 

ある農村資源の大切さなどを学習しました。 

・児童が調べたことや学習した内容をまとめ、その結果を道の駅「にわか茶屋」で展示することで、さらに多く

の方にＰＲを行いました。 

４ 目的 

・農業や農村は、食料生産の場であるだけでなく、国土の保全、水源の涵養等の多面的機能を有しています。こ

の多面的機能の大切さについて、広く県民への理解を促進するための普及啓発活動として、農業・農村の魅力

等を紹介するパネルを展示しました。 

・中濃農林事務所では現在、県営事業で水路の保全・更新を行っています。この地域の重要な農業用施設である 

曽代用水について学習することを通じて、将来を担う子供達が施設に対する関心や郷土への愛着心を深め、 

さらに、その保全を行うことの重要性を知ってもらうことを目的としています。 

５ 展示内容 

・美濃市立中有知小４年生が作成した曽代用水壁新聞 

・農業・農村の多面的機能の紹介パネル 

・曽代用水の多面的機能に関するＤＶＤの上映 ２月１９日（日曜日のみ） 

６ 問合せ先 

・岐阜県中濃農林事務所 

美濃市生櫛１６１２－２  ０５７５－３３－４０１１（内線 227） 



７ 展示会の様子 


